
【
１
月
】

４
日
（
水
）
滋
賀
県
政
資
料
室
は
所
蔵
の

歴
史
的
文
書
を
ｐ
Ｒ
す
る
情
報
紙
」

滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
創
刊
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
る
。

６
日
（
金
）
大
津
市
は
新
年
度
か
ら
教
員

養
成
課
程
を
持
つ
大
学
と
連
携
し

て
小
中
学
生
の
学
ぶ
力
を
高
め
る

授
業
モ
デ
ル
の
研
究
を
始
め
る
。

７
日
（
土
）
滋
賀
県
内
で
今
年
、
１
５
０

５
５
人
が
成
人
式
を
迎
え
る
。
昨

年
よ
り
４
４
０
人
増
え
た
が
、
最

近
の
ピ
ー
ク
時
１
９
９
５
年
か
ら

は
６
８
７
１
人
減
っ
た
。

13
日
（
金
）
滋
賀
県
は
今
年
初
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
注
意
報
を
県
内
全
域
に

発
令
し
た
。
特
に
、
大
津
市
、
甲

賀
エ
リ
ア
で
は
警
報
レ
ベ
ル
に
近

い
患
者
が
出
て
い
る
。

17
日
（
火
）
県
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

よ
る
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
も
っ
た
。

18
日
（
水
）
大
津
市
教
委
は
、
将
来
の
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
が
想
定
さ
れ

る
中
、
「
小
規
模
校
」
と
さ
れ
る

学
校
の
通
学
区
域
見
直
し
や
統
廃

合
な
ど
学
区
ご
と
の
説
明
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

21
日
（
土
）
県
教
委
は
今
春
の
中
学
卒
業

予
定
者
の
進
路
希
望
状
況
を
ま
と

め
た
。
高
校
な
ど
へ
の
進
学
志
望

率
は
過
去
最
高
だ
っ
た
前
年
度
を

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
99
・
３

％
だ
っ
た
。

29
日
（
土
）
教
育
の
つ
ど
い
（
教
科
別
分

科
会
、
障
害
児
教
育
分
科
会
）
が

八
幡
工
業
高
校
で
開
催
。

【
２
月
】

７
日
（
水
）
「
軍
学
共
同
研
究
」
に
反
対

す
る
県
内
の
学
者
ら
が
、
「
ふ
る

さ
と
を
軍
事
研
究
の
場
に
さ
せ
な

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
軍
学
共

同
反
対
滋
賀
連
絡
会
」
を
結
成
し
、

記
念
講
演
会
を
草
津
市
で
開
い
た
。

10
日
（
金
）
県
立
学
校
の
耐
震
化
工
事
が

17
年
度
に
終
了
す
る
。
県
立
高
校

40
校
と
特
別
支
援
学
校
９
校
の
耐

震
化
工
事
は
１
９
９
９
年
度
か
ら

順
次
進
め
ら
れ
て
き
た
。

11
日
（
土
）
滋
賀
県
総
合
教
育
会
議
が
開

か
れ
、
教
育
委
員
会
委
員
と
知
事

が
多
忙
化
問
題
な
ど
教
育
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

11
日
（
土
）
教
育
の
集
い
（
課
題
別
分
科

会
、
講
演
）
が
能
登
川
中
学
校
な

ど
で
開
催
。

16
日
（
木
）
大
津
市
は
17
年
度
、
子
ど
も

た
ち
が
い
じ
め
な
ど
の
相
談
を
気

軽
に
で
き
る
よ
う
、
小
中
学
校
の

保
健
室
で
養
護
教
諭
ら
の
２
人
配

置
校
を
大
幅
に
増
や
す
。

17
日
（
金
）
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
県
教
委
は
研
修
会
を
開

き
「
多
忙
な
先
生
方
が
子
ど
も
と

向
き
合
う
た
め
思
い
切
っ
た
業
務

改
善
が
必
要
」
と
教
育
長
が
。

21
日
（
火
）
近
江
八
幡
市
は
市
立
看
護
専

門
学
校
（
１
９
８
９
年
開
校
）
を

20
年
３
月
に
閉
校
す
る
と
発
表
。

22
日
（
水
）
ｐ
Ｔ
Ａ
独
自
設
置
の
エ
ア
コ

ン

を
18
年
度
か
ら
光
熱
費
を
県
が
負

担
す
る
と
県
教
委
が
発
表
。

23
日
（
木
）
大
津
市
教
委
が
市
立
小
男
児

（
11
）
に
対
す
る
い
じ
め
を
調
べ
る

た
め
に
設
置
し
た
第
三
者
委
員
会

報
告
書
を
非
公
表
に
し
て
い
た
が
、

一
転
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

24
日
（
金
）
県
教
委
は
17
年
度
県
立
高
校

一
般
入
試
の
出
願
状
況
を
ま
と
め

た
。
全
日
制
44
校
の
出
願
倍
率
は

１
・
13
倍
。
定
時
制
は
５
校
、
０
・

74
倍
。

27
日
（
月
）
草
津
市
教
委
は
中
学
校
の
部

活
指
導
者
の
不
足
や
教
員
の
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
17
年
度
か

ら
外
部
コ
ー
チ
派
遣
に
乗
り
出
す
。

（
宮
）

安
倍
内
閣
の
面
々
は
、
憲
法
遵
守
義
務

を
無
視
す
る
上
に
、
恥
ず
か
し
げ
も
な
く

国
会
で
感
情
を
露
わ
に
す
る
。
籠
池
と
い

う
お
友
だ
ち
を
大
事
に
し
な
い
の
か
、
う

そ
を
並
べ
て
不
道
徳
極
ま
り
な
い
ぞ
、
教

育
勅
語
が
泣
い
て
い
る
ぞ
、
と
揶
揄
さ
れ

る
事
態
に
。
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
が
こ

ん
な
大
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
現
場
の

先
生
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
る
。
若
い
先
生

も
、
こ
れ
か
ら
先
生
を
目
指
す
先
生
も
、

退
職
し
て
か
ら
も
。
そ
し
て
・
・
・
、
憂

慮
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
動
を
！
。
河
先

生
の
訴
え
が
身
に
沁
み
る
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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「
産
学
連
携
」
「
官
民
協
働
」
は
聞
い
た

こ
と
あ
る
が
、
「
軍
学
共
同
」
っ
て
何
？

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大

雑
把
に
い
う
と
、
大
学
や
研
究
機
関
な
ど

が
、
軍
や
関
係
機
関
（
日
本
で
い
え
ば
自

衛
隊
や
防
衛
省
）
か
ら
資
金
の
提
供
を
受

け
て
研
究
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
れ

に
軍
需
産
業
が
加
わ
っ
て
「
軍
産
学
」
と

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
米
国
を
初
め
、

日
本
以
外
で
は
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

軍
学
共
同
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
い

る
池
内
了
氏
は
、
『
科
学
者
と
戦
争
』

（
岩
波
新
書
）
の
中
で
、
日
本
の
科
学
者

が
、
戦
争
の
た
め
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、
戦
後
、
軍
事
研
究

を
行
わ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
き
た
こ
と
は
、

「
科
学
者
が
軍
事
研
究
を
行
う
こ
と
が
当

た
り
前
」
の
世
界
で
は
、
「
極
め
て
異
例

の
こ
と
」
と
し
つ
つ
、
「
科
学
者
も
日
本

国
憲
法
の
平
和
主
義
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

平
和
の
た
め
の
科
学
に
徹
し
よ
う
と
し
て

き
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
誓
い
が
今
、
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

防
衛
装
備
庁
（
防
衛
装
備
と
は
武
器
の
こ

と
）
が
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
を

昨
年
度
に
創
設
し
、
大
学
等
に
研
究
資
金

を
提
供
し
は
じ
め
、
来
年
度
は
そ
の
予
算

が
６
億
円
か
ら
一
気
に
１
１
０
億
円
に
増

額
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
最
近
の
報
道
で
は
、

内
閣
府
に
、
大
学
な
ど
の
研
究
を
軍
事
技

術
に
転
用
で
き
る
施
策
を
検
討
す
る
研
究

会
を
発
足
さ
せ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
政
権
の
も
と
で
、
武
器
輸
出
推
進

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
軍
学
共
同
が
急
激

に
推
進
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
米

軍
の
資
金
提
供
が
日
本
の
大
学
の
研
究
者

に
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
京
都
新
聞
で
大
き
く
報
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
実
は
私
が
勤
め
る
滋
賀

県
立
大
学
で
も
、
昨
年
度
、
安
全
保
障
技

術
研
究
推
進
制
度
へ
の
応
募
可
否
に
つ
い

て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
戦

争
法
反
対
の
声
明
を
出
し
て
県
立
大
学
に

も
有
志
の
会
が
で
き
た
の
で
、
戦
争
法
の

延
長
線
上
に
あ
る
軍
学
共
同
の
問
題
に
も
、

こ
の
会
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
紙

幅
の
関
係
で
、
詳
し
く
は
、
岩
波
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
『
兵
器
と
大
学
』
掲
載
の
拙
稿
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
京
都
新
聞
の
報
道
を
き
っ
か
け

に
、
軍
学
共
同
が
滋
賀
県
内
の
大
学
で
行

わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
学
外
か
ら
の
声

も
あ
が
り
、
今
年
２
月
に
は
軍
学
共
同
反

対
滋
賀
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
、
大
学
関
係

者
だ
け
で
な
く
広
く
市
民
か
ら
、
軍
事
研

究
を
さ
せ
な
い
声
を
あ
げ
て
い
く
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

歴
史
を
研
究
す
る
者
と
し
て
、
歴
史
的

反
省
に
も
と
づ
い
て
築
か
れ
て
き
た
も
の

が
、
な
し
崩
し
に
な
る
こ
と
は
見
過
ご
せ

ま
せ
ん
。
ま
し
て
自
分
の
足
元
で
お
か
し

な
こ
と
が
起
き
た
ら
、
責
任
を
持
っ
て
声

を
あ
げ
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
私
の
さ
さ
や
か
な
信
念
な
の
で
、

こ
の
件
に
限
ら
ず
今
後
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
か
わ

か
お
る
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2017年

１月
２月

憂
慮
す
る
だ
け
で
な
く
発
言
と
行
動
を

滋
賀
県
立
大
学

河

か
お
る

・憂慮するだけでなく発言と行動

を／河 かおる …P1
・教育を良くするための一つの切
り口～教員採用選考試験対策の取
り組みから／野邑 知史 …P2,3

・貧困を考え憲法を活かす道を学ぶ
～全国教育研究集会に参加して

／茶谷 淑子 …P4,5
・36年をふり返って／野田 肇 …P6
・クラスにいる一人ひとりの声を
きくために／門坂 涼 …P7

・滋賀の教育動向 11・12月 …P8
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